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コ
ラ
ム

国営みちのく杜の湖
こ

畔
はん

公園に咲くキバナコスモス（宮城県川
かわ

崎
さき

町
まち

）

宮城県川崎町の国営みちのく杜の
湖畔公園で、コスモスが見頃を迎え
ている。園内約３haの花畑に約200
万本が一面に広がる。主な品種は
赤やピンク、白のコスモスが約150
万本、黄色のキバナコスモスが約
50万本、赤のケイトウが約1000株
植えられている。見頃のピークは
10月下旬までを見込む。

写真キャプション

こ
こ
最
近
、
地
方
創
生
は
、
国
全
体
の
政
策
の
中

で
、
や
や
影
が
薄
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
心
配
し

て
い
る
。
し
か
し
、
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
が
待
っ

た
な
し
と
な
っ
て
い
る
こ
の
2
0
2
0
年
代
、
そ
の

先
駆
け
と
な
る
べ
き
は
、
再
生
可
能
な
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
恵
ま
れ
た
地
方
、
と
り
わ
け
中
山
間
地
域

の
は
ず
で
あ
る
。
地
方
創
生
の
政
策
手
法
自
体
が
、

抜
本
的
な
進
化
が
求
め
ら
れ
る
時
代
だ
。

今
ま
で
の
地
方
創
生
で
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
、

行
き
過
ぎ
た「
選
択
と
集
中
」の
競
争
論
理
で
あ
る
。

財
政
的
な
限
界
を
背
景
に
、
他
を
押
し
の
け
て
も
這

い
上
が
っ
て
来
る
「
や
る
気
の
あ
る
」
自
治
体
を
重

点
支
援
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
に
流
れ
過
ぎ
る
と
、

地
方
創
生
は
一
種
の
「
パ
ン
食
い
競
争
」
の
様
相
を

呈
し
て
し
ま
う
。
同
じ
主
権
者
た
る
国
民
が
暮
ら
す

地
域
の
間
で
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ

る
こ
と
は
、
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ

れ
を
「
上
か
ら
目
線
」
で
差
配
で
き
る
権
限
は
、
誰

に
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
財
政
的
な
制
約
に
し
て
も
、
現
在
の
予
算

枠
の
中
で
の
分
捕
り
合
い
を
助
長
す
る
の
で
は
な

く
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
、
食
料
の
持
続
可

能
な
供
給
能
力
に
対
し
て
国
民
的
な
先
行
投
資
を
行

う
と
い
う
視
点
で
、
最
適
な
配
分
が
為
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
。
そ
う
し
た
幅
広
く
生
存
を
支
え
る
生
産

力
は
、
今
ま
で
は
「
大
規
模
・
集
中
・
グ
ロ
ー
バ
ル
」

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
開
発
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
の
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
局
面
で

は
、「
小
規
模
・
分
散
・
ロ
ー
カ
ル
」
シ
ス
テ
ム
を

再
生
さ
せ
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
構
築
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

多
様
な
地
域
現
場
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に

は
、
共
通
の
正
解
は
な
い
。
ま
ず
は
、
同
時
多
発
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
成
功
、
失
敗
を
素
早
く
デ
ー
タ
共

有
し
、
共
通
す
る
要
因
分
析
を
行
い
地
域
政
策
に
昇

華
さ
せ
る
政
策
形
成
の
あ
り
方
を
求
め
た
い
。
そ
し

て
、
類
似
地
域
同
士
の
学
び
合
い
・
相
違
地
域
同
士

の
補
い
合
い
を
促
す
情
報
共
有
と
共
生
関
係
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
が
、
地
域
の
共
進
化
の
決
め
手
と
な

る
。
全
国
町
村
会
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ
く
情
報
セ
ン
タ
ー

機
能
と
地
域
同
士
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

の
複
合
的
な
創
出
を
強
く
期
待
す
る
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
　
所
長

藤ふ
じ

山や
ま

　
　
浩こ

う

地
方
創
生
は
競
争
か
ら
共
生
へ

　
　
　
　
　
～
共
進
化
の
時
代

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
」

　
　

～
「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
�
�
⑵

「
委
員
」
に
対
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
＝
長
野
県
高
森
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑸

近
き
者
喜
び
て
、
遠
き
者
来
る
�
�
�
�
�
�
�
�
�
新
潟
県
田
上
町
長　

佐
野　

恒
雄
�
⑾

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

随�

想
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地
方
に
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
産

業
空
洞
化
等
の
社
会
課
題
が
あ
る
。
こ
う
し

た
課
題
を
解
決
し
、
地
方
活
性
化
を
図
る
た

め
、
２
０
１
４
年
以
降
地
方
創
生
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
そ
の
実
現
は
い
ま
だ
道
半
ば

で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下「
感

染
症
」と
い
う
。）が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、

観
光
業
等
の
地
方
経
済
を
支
え
る
産
業
へ
の

打
撃
や
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
等
、

地
方
の
経
済
・
社
会
は
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
も
と
も
と
地
方
が
抱
え
て
い
た
構
造
的

な
問
題
と
あ
い
ま
っ
て
、
地
方
は
ま
さ
に
疲

弊
の
極
み
に
あ
り
、
地
方
の
豊
か
さ
を
取
り

戻
す
こ
と
は
我
が
国
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
官
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
多
方
面

で
進
み
、
他
地
域
の
見
本
と
な
る
優
れ
た
取

組
も
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
地
方
へ
の
移
住
に
関
す
る

関
心
の
高
ま
り
や
人
の
流
れ
に
変
化
の
兆
し

が
見
ら
れ
た
こ
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
新
た

な
働
き
方
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と

等
、
国
民
の
意
識
・
行
動
に
変
化
が
生
じ
て

い
る
。
今
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
の
旗
を
掲
げ
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
を
急

速
に
整
備
し
、
官
民
双
方
で
地
方
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
本
年
６
月
７
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
基

本
方
針
」
の
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

本
構
想
は
、
市
場
や
競
争
に
任
せ
き
り
に

せ
ず
、
官
と
民
と
が
協
働
し
て
成
長
と
分
配

の
好
循
環
を
生
み
出
し
つ
つ
経
済
成
長
を
図
る

「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
重
要
な
柱
の
1
つ
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
直
面
す
る

地
方
に
こ
そ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
遠
隔
教
育
・
遠

隔
医
療
等
の
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
な
が
ら
社
会
課
題
の
解
決
、
魅
力
向
上

の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
実
現
し
、
地
方
活
性

化
を
加
速
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

を
日
本
の
津
々
浦
々
に
ま
で
広
げ
、
根
付
か

せ
る
た
め
の
取
組
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
方
の
「
不
便
・
不
安
・
不
利
」

の
言
わ
ば
３
つ
の
「
不
」
を
解
消
し
、
地
方

活
性
化
の
取
組
を
一
層
高
度
か
つ
効
率
的
に

進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

本
構
想
を
通
じ
て
、
暮
ら
す
場
所
、
年
齢
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
国
民
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
ゆ
と
り
と
安
心
を
兼
ね
備
え
た
心
豊

か
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
地
方
に

お
け
る
仕
事
や
暮
ら
し
の
向
上
に
資
す
る
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
持
続
可
能
性
の
向

上
、W

ell-B
eing

の
実
現
等
を
通
じ
て
デ

ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
国
民
や
事
業
者
が
享
受

で
き
る
「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
目
指
す
。

本
構
想
は
デ
ジ
タ
ル
基
盤
が
整
備
さ
れ
た

都
市
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
課
題
先
進
地

で
あ
る
地
方
に
お
い
て
こ
そ
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
社
会
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
全
国
津
々
浦
々
で
本
構
想

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
に
の
っ

と
っ
た
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実
装
を
行
い
、
多
岐
に

わ
た
る
地
方
の
社
会
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
の
力

を
活
用
し
て
解
決
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の

前
提
と
し
て
、
地
方
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
基

盤
や
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
な
じ
み
の
薄
い
高
齢
者
や
障
害
者
等
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を
生

ま
な
い
た
め
の
取
組
も
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
点
を
踏
ま
え
、
以
下
の
４
つ
の
柱
に
基

づ
く
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
構
想
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。

①�

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た
地
方
の
社
会

課
題
解
決

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

１１
　
は
じ
め
に

　
は
じ
め
に

22
　
基
本
的
な
考
え
方

　
基
本
的
な
考
え
方

33
　
構
想
の
実
現
に
向
け
た
方
向
性

　
構
想
の
実
現
に
向
け
た
方
向
性

～「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指して～～「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指して～

「デジタル田園都市国家構想基本方針」「デジタル田園都市国家構想基本方針」
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決
や
魅
力
向
上
を
通
じ
た
地
方
活
性
化
を
図

る
た
め
、
ⅰ
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
べ
く
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
中
小
企
業
Ｄ

Ｘ
等
に
よ
り
、「
地
方
に
仕
事
を
つ
く
る
」、

ⅱ
「
転
職
な
き
移
住
」
や
二
地
域
居
住
の
推

進
等
に
よ
り
、「
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」、
ⅲ

母
子
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
、
母
子
健
康
手
帳
ア

プ
リ
等
の
新
た
な
手
法
を
活
用
し
つ
つ
、「
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」、

ⅳ
ド
ロ
ー
ン
物
流
、
遠
隔
医
療
、
遠
隔
教
育

等
に
よ
り
条
件
不
利
地
域
で
も
便
利
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
こ
と
で
「
魅
力
的
な
地
域
を

つ
く
る
」、
と
い
う
４
つ
の
類
型
に
沿
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
上
記
に
加
え
、
分
野
横
断
的
な
取

組
と
し
て
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
、
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
及
び
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
を
、新
た
に「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
と
し

て
位
置
付
け
、
本
構
想
に
よ
る
地
方
の
活
性

化
に
向
け
た
支
援
等
を
進
め
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
、
２
０
２
４
年
度
末
ま
で

に
デ
ジ
タ
ル
の
実
装
に
取
り
組
む
地
方
公
共

団
体
１
、
０
０
０
団
体
の
達
成
を
目
指
す
。

②�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
支
え
る

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備

本
構
想
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
整
備
と
し

て
、
ⅰ
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
ⅱ
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
推
進
・
利
活
用
拡
大
、

ⅲ
国
・
地
方
公
共
団
体
間
、
地
方
公
共
団
体
・

準
公
共
・
企
業
間
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
活
用
を

促
進
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の

構
築
、
ⅳ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
持
続

可
能
性
と
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
ⅴ
今
後
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
分
散
型
の
デ
ー
タ
処
理

を
支
え
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
取
り
組
む
。

と
り
わ
け
、
光
フ
ァ
イ
バ
、
５
Ｇ
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
等

の
「
ⅰ
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」

に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
イ
ン
フ

ラ
整
備
計
画
」
の
実
行
等
に
よ
り
、
地

方
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
推
進
す
る
。

③
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保

本
構
想
が
掲
げ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
地
域
の
社
会
課
題
解
決
を

全
国
で
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
担
い

手
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確

保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
質
・
量
と
も

に
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
都
市

圏
へ
の
偏
在
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
打
開
し
、
本
構
想

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
初
め
に
す
べ

て
の
労
働
人
口
が
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ

シ
ー
を
身
に
付
け
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

利
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
学
校
教
育
を

通
じ
て
新
社
会
人
が
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ

シ
ー
を
確
実
に
身
に
付
け
る
よ
う
に
す

デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想基基本本方方針針のの全全体体像像

デジタル実装
を通じて、
地地域域のの社社会会課課
題題解解決決・・魅魅力力
向向上上のの取取組組をを、、
よよりり高高度度・・効効
率率的的にに推推進進

【【今今後後のの進進めめ方方】】
〇〇デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想総総合合戦戦略略（（仮仮称称））のの策策定定（（ままちち・・ひひとと・・ししごごとと創創生生総総合合戦戦略略のの改改訂訂））
・国は、2024年度までの地方創生の基本的方向を定めたままちち・・ひひとと・・ししごごとと創創生生総総合合戦戦略略をを抜抜本本的的にに改改訂訂しし、、構想の中長期的な基本的方向を提示するデデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想総総合合戦戦略略((仮仮称称))をを策策定定。
・地地方方公公共共団団体体はは、、新新たたなな状状況況下下でで目目指指すすべべきき地地域域像像をを再再構構築築しし、、地地方方版版総総合合戦戦略略をを改改訂訂し、具体的な取組を推進。国は、様々な施策を活用して地方の取組を支援。

【【取取組組方方針針】】

デデジジタタルルはは地地方方のの社社会会課課題題をを解解決決すするるたためめのの鍵鍵でであありり、、新新ししいい価価値値をを生生みみ出出すす源源泉泉。。今今ここそそデデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想のの旗旗をを掲掲げげ、、デデジジタタルルイインンフフララをを急急速速にに整整備備しし、、官官民民
双双方方でで地地方方ににおおけけるるデデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン（（DDXX））をを積積極極的的にに推推進進。

 デジタル田園都市国家構想は「「新新ししいい資資本本主主義義」」のの重重要要なな柱柱のの一一つつ。地地方方のの社社会会課課題題をを成成長長ののエエンンジジンンへへとと転転換換し、持続可能な経済社会の実現や新たな成長を目指す。
 構想の実現により、地方における仕事や暮らしの向上に資する新たなサービスの創出、持続可能性の向上、Well-beingの実現等を通じて、デデジジタタルル化化のの恩恩恵恵をを国国民民やや事事業業

者者がが享享受受ででききるる社社会会、いわば「「全全国国どどここででもも誰誰ももがが便便利利でで快快適適にに暮暮ららせせるる社社会会」」を目指す。これにより、東京圏への一極集中の是正を図り、地地方方かからら全全国国へへととボボトトムムアアッッ
ププのの成成長長を推進する。

 国は、基本方針を通じて、構構想想がが目目指指すすべべきき中中長長期期的的なな方方向向性性をを提提示示しし、、地地方方のの取取組組をを支支援援。特に、データ連携基盤の構築など国国がが主主導導ししてて進進めめるる環環境境整整備備にに積積極極的的にに取取
りり組組むむ。地方は、自自ららがが目目指指すす社社会会のの姿姿をを描描きき、、自自主主的的・・主主体体的的にに構構想想のの実実現現にに向向けけたた取取組組をを推推進進。

【【基基本本的的なな考考ええ方方～～「「全全国国どどここででもも誰誰ももがが便便利利でで快快適適にに暮暮ららせせるる社社会会」」をを目目指指ししてて～～】】

 デデジジタタルルのの力力をを活活用用ししたた地地方方のの社社会会課課題題解解決決
（（22002244年年度度末末ままででににデデジジタタルル実実装装にに取取りり組組むむ地地方方公公共共団団体体11000000団団体体達達成成））

①①地地方方にに仕仕事事ををつつくくるる
スタートアップ・エコシステムの確立、中小・中堅企業DX（キャッシュレス決済、シェアリングエコノミー等）、スマート農林水産業、
観光DX、地方大学を核としたイノベーション創出等

②②人人のの流流れれををつつくくるる
「転職なき移住」の推進（22002244年年度度末末ままででににササテテラライイトトオオフフィィスス等等をを地地方方公公共共団団体体11000000団団体体にに設設置置）、オンライン関係人口の創出・
拡大、二地域居住等の推進、サテライトキャンパス等

③③結結婚婚・・出出産産・・子子育育ててのの希希望望ををかかななええるる
母子オンライン相談、母子健康手帳アプリ、子どもの見守り支援等

④④魅魅力力的的なな地地域域ををつつくくるる
GIGAスクール・遠隔教育（教育DX）、遠隔医療、ドローン物流、自動運転、MaaS、インフラ分野のDX、3D都市モデル整備・活用、
文化芸術DX、防災DX等

⑤⑤地地域域のの特特色色をを活活かかししたた分分野野横横断断的的なな支支援援
デジタル田園都市国家構想交付金による支援、スマートシティ関連施策の支援（地地域域づづくくりり・・ままちちづづくくりりをを推推進進すするるハハブブととななるる
経経営営人人材材をを国国内内110000地地域域にに展展開開） 等

☆☆解解決決すすべべきき地地方方のの社社会会課課題題

・・人人口口減減少少・・少少子子高高齢齢化化
※出生率 1.45(2015年)→1.33(2020年)
※生産年齢人口 7,667万人(2016年)

→7,450万人(2021年)

・・過過疎疎化化・・東東京京圏圏へへのの一一極極集集中中
※東京圏転入超過数 80,441人(2021年)

・・地地域域産産業業のの空空洞洞化化
※都道府県別労働生産性格差

最大1.5倍(2018年) 等等

脱炭素先行地域スマートシティ・スーパーシティ 「デジ活」中山間地域 SDGs未来都市産学官協創都市

（構想の実現に向けた地域ビジョンの提示） 地方の取組を促すため、構想を通じて実現する地域ビジョンを提示。

MaaS実装地域

 デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想をを支支ええるるハハーードド・・ソソフフトトののデデジジタタルル基基盤盤整整備備
22003300年年度度末末ままででのの55GGのの人人口口カカババーー率率9999％％達達成成、、全全国国各各地地でで十十数数かか所所のの地地方方デデーータタセセンンタターー拠拠点点をを５５年年程程度度でで整整備備、、22002277年年度度末末ままででにに光光フファァイイババのの世世帯帯カカババーー率率9999..99％％達達成成、
日日本本周周回回のの海海底底ケケーーブブルル（（デデジジタタルル田田園園都都市市ススーーパパーーハハイイウウェェイイ））をを22002255年年度度末末ままででにに完完成成など、「デジタル田園都市国家インフラ整備計画」の実行等を通じてデジタル基盤整備を推進。
①①デデジジタタルルイインンフフララのの整整備備 ②②ママイイナナンンババーーカカーードドのの普普及及促促進進・・利利活活用用拡拡大大 ③③デデーータタ連連携携基基盤盤のの構構築築
④④IICCTTのの活活用用にによよるる持持続続可可能能性性とと利利便便性性のの高高いい公公共共交交通通ネネッットトワワーーククのの整整備備 ⑤⑤エエネネルルギギーーイインンフフララののデデジジタタルル化化

 デデジジタタルル人人材材のの育育成成・・確確保保

デジタル推進人材について、22002266年年度度末末ままででにに223300万万人人育育成成。「デジタル人材地域還流戦略パッケージ」に基づき、人材の地域への還流を促進。
「女性デジタル人材育成プラン」に基づく取組を推進。
①①デデジジタタルル人人材材育育成成ププララッットトフフォォーームムのの構構築築 ②②職職業業訓訓練練ののデデジジタタルル分分野野のの重重点点化化 ③③高高等等教教育育機機関関等等ににおおけけるるデデジジタタルル人人材材のの育育成成 ④④デデジジタタルル人人材材のの地地域域へへのの還還流流促促進進

 誰誰一一人人取取りり残残さされれなないいたためめのの取取組組

22002222年年度度にに２２万万人人以以上上でで「「デデジジタタルル推推進進委委員員」」のの取取組組ををススタターートトしし、、今今後後更更ななるる拡拡大大をを図図るるななどど、誰もがデジタルの恩恵を享受できる「取り残されない」デジタル社会を実現。
①①デデジジタタルル推推進進委委員員のの展展開開 ②②デデジジタタルル共共生生社社会会のの実実現現 ③③経経済済的的事事情情等等にに基基づづくくデデジジタタルルデデババイイドドのの是是正正 ④④利利用用者者視視点点ででののササーービビススデデザザイインン体体制制のの確確立立
⑤⑤「「誰誰一一人人取取りり残残さされれなないい」」社社会会のの実実現現にに資資すするる活活動動のの周周知知・・横横展展開開

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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る
と
と
も
に
、
現
役
社
会
人
に
向
け
て
は
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準
を
提
示
し
、
そ
れ
に
紐

付
く
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
提
供
等
に
よ
り
、

い
つ
で
も
誰
で
も
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
習
得

で
き
る
環
境
整
備
を
行
う
。

そ
の
う
え
で
、専
門
的
な
デ
ジ
タ
ル
知
識
・

能
力
を
有
し
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
に
よ
る
地
域

の
社
会
課
題
解
決
を
け
ん
引
す
る
「
デ
ジ
タ

ル
推
進
人
材
」
に
つ
い
て
、
２
０
２
６
年
度

末
ま
で
に
２
３
０
万
人
の
育
成
を
目
指
す
。

こ
の
た
め
、
ⅰ
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
、
ⅱ
職
業
訓
練
の

デ
ジ
タ
ル
分
野
の
重
点
化
、
ⅲ
高
等
教
育
機

関
等
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
、
ⅳ

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
地
域
へ
の
還
流
促
進
の
４

つ
を
重
点
領
域
と
し
て
、
関
係
省
庁
が
連
携

し
、政
府
全
体
と
し
て
計
画
的
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・

確
保
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
に
決
定
さ
れ

た
「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
就
労
に
直
結
す
る
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
の
習
得
支
援
及
び
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
就

労
支
援
の
推
進
等
の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

④
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
の
取
組

本
構
想
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、
地
理
的

な
制
約
、
年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
等
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
を
介
し
た
格
差
や
分
断
が
生
ま
れ
な
い

よ
う
十
分
に
留
意
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
目

指
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
利

用
者
本
位
の
考
え
方
に
立
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
設
計
を
行
う
こ
と
や
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
当
た
っ
て
個
々
人
の
能
力

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
用
意
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ⅰ
デ
ジ
タ
ル
機
器
等
に
不
慣

れ
な
人
に
も
分
か
り
や
す
く
、
使
い
た
く
な

る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
す
る
等
、
利
用

者
目
線
に
立
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
、
ⅱ
高
齢
者
や
障
害
者
に

対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作
方
法
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
、
何
が
で
き
、

ど
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
で
き
る
か
を
分
か

り
や
す
く
情
報
共
有
す
る
、
と
い
っ
た
基
本

的
な
考
え
方
を
共
通
認
識
と
し
つ
つ
、「
デ

ジ
タ
ル
推
進
委
員
」
の
取
組
を
本
年
度
２
万

人
以
上
で
ス
タ
ー
ト
し
、「
皆
で
支
え
合
う

デ
ジ
タ
ル
共
生
社
会
」
の
環
境
整
備
に
向
け

た
取
組
を
官
民
挙
げ
て
推
進
す
る
。

本
構
想
は
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の
取
組

を
継
承
・
発
展
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
構
想

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に

基
づ
く
枠
組
み
を
有
効
に
活
用
す
る
。
具
体

的
に
は
、年
内
を
目
途
に
国
に
お
い
て
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
抜
本
的
に

改
訂
し
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
（
仮
称
）
を
策
定
す
る
。
そ
の
際
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
日
本
全
体
の
改
造

等
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
取
組
の
基
本
的
な

方
向
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
構
想
の
実
現
が

実
効
的
に
進
む
よ
う
、
構
想
に
関
連
す
る
施

策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
策
定
し
、
取
組
を
進

め
て
い
く
。
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
に
よ
ら

な
い
従
来
の
地
方
創
生
の
取
組
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
中
で
蓄
積

さ
れ
た
成
果
や
知
見
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

推
進
す
る
。

地
方
は
改
訂
さ
れ
た
国
の
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、コ
ロ
ナ
禍
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
浸
透
・

進
展
な
ど
時
宜
を
踏
ま
え
て
、
目
指
す
べ
き

地
域
像
を
再
構
築
し
、
地
方
版
総
合
戦
略
を

改
訂
す
る
よ
う
努
め
、
具
体
的
な
地
方
活
性

化
の
取
組
を
果
敢
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
ご
と
の

自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
を
進
め
る
た
め
、

引
き
続
き
、
地
方
の
意
見
に
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。
ま
た
、
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て

は
、
国
・
地
方
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
村
長
各

位
並
び
に
町
村
職
員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

●
お
問
合
せ
先

内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

実
現
会
議
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

－

６
２
５
７

－

１
４
２
１

４４
　　��

構
想
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の

構
想
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の

進
め
方

進
め
方
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わ
り
に

　
お
わ
り
に
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2022年（令和 4年） 9月12日　4第3213号

構構想想実実現現にに向向けけたた今今後後のの進進めめ方方

【【デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想総総合合戦戦略略（（仮仮称称））のの策策定定】】
デジタル田園都市国家構想は地方創生の目的を共有したうえで、取組を継承・発展するもの。

〇 国は、年内を目途に、ままちち・・ひひとと・・ししごごとと創創生生総総合合戦戦略略をを抜抜本本的的にに改改訂訂し、デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家
構構想想総総合合戦戦略略（（仮仮称称））をを策策定定。その際、構想に関連する施策のロードマップを策定し、取組を進め
る。

〇 地方は、策定された総合戦略に基づき、目指すべき地方像を再構築し、地地方方版版ままちち・・ひひとと・・ししごごとと
創創生生総総合合戦戦略略のの改改訂訂にに努努めめ、、具具体体的的なな地地方方活活性性化化のの取取組組をを推推進進する。
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町村におけるデジタル活用
デジタル技術を使った地域活性

高森町長野県 フォーラム

第3213号5　2022年（令和 4年） 9月12日 町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

現地レポート

高
森
町
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
14

名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
5
名
で

組
織
さ
れ
、
月
に
1
度
開
催
さ
れ
る
定
例

総
会
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
農
地
の
権
利

移
動
審
査
等
の
法
定
業
務
、
ま
た
委
員
そ

れ
ぞ
れ
に
日
々
農
地
の
利
用
調
整
や
遊
休

荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
な
ど
の
農
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
平
成
28

年
の
農
業
委
員
会
法
改
正
以
降
は
、
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
が
謳
わ
れ
、
委
員

の
現
場
活
動
の
必
要
性
が
よ
り
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
、
そ
の

流
れ
を
受
け
平
成
31
（
令
和
元
）
年
度
よ

り
、
上
述
の
月
例
総
会
に
合
わ
せ
て
「
農

地
利
用
最
適
化
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
創
設

し
、
町
内
を
4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
地
域
ご

と
に
農
地
と
担
い
手
の
課
題
解
決
に
向
け

活
動
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
受
け
て
現
場
活
動
を
行
う
に

は
現
地
の
地
図
を
紙
ベ
ー
ス
で
印
刷
し
て

持
っ
て
行
き
現
場
を
確
認
す
る
と
い
う
、

と
て
も
非
効
率
な
状
態
で
し
た
。
ま
た
、

１
．�

農
業
委
員
へ�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

�

担
当
：
産
業
課�

農
業
振
興
係

背
景
と
課
題

▲農業委員会　農地パトロールでタブレット端末を活用している

長野県

高た
か

森も
り

町ま
ち

長
野
県

高森町

◦
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、

数
年
前
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
行
政
効
率
の
向
上
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。

◦
農
業
委
員
会
と
教
育
委
員
会
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
。

◦
総
務
課
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
が
全
面
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

「
委
員
」に
対
す
る

「
委
員
」に
対
す
る

  

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
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法
定
で
実
施
す
る
遊
休
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

も
、
模
造
紙
大
で
印
刷
し
た
地
図
を
班
ご

と
に
切
り
貼
り
し
て
対
象
地
の
地
図
を

作
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
作
成
に
多
大
な

労
力
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
月
例
の
総
会
で
は
農
地
の
権

利
移
動
や
転
用
に
つ
い
て
審
議
用
の
議
案

書
を
配
布
す
る
わ
け
で
す
が
、
多
い
月
で

は
図
面
な
ど
委
員
1
人
に
つ
き
50
枚
以
上

の
Ａ
4
紙
を
使
っ
て
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
見
て
も
、
当
委
員
会
の
中
で

デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る
だ
け
で
、
相
当
の
経

費
削
減
や
省
力
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
し
た
。

高
森
町
で
は
、
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

や
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
数

年
前
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
行
政
効

率
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
が
起
き
、

言
う
ま
で
も
な
く
組
織
内
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
機
運
は
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
特
に
、

感
染
症
に
よ
る
接
触
機
会
の
低
減
を
目
的

に
、
町
議
会
や
区
長
会
に
お
い
て
紙
媒
体

か
ら
デ
ジ
タ
ル
媒
体
へ
の
移
行
の
た
め
1

人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ

た
こ
と
で
、「
行
政
委
員
会
の
中
で
も
、

特
に
紙
資
料
を
多
く
扱
う
農
業
委
員
会
に

も
同
様
の
手
当
て
を
」
と
の
委
員
か
ら
要

望
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
も
受
け
令
和
3
年

度
の
予
算
化
に
よ
り
、
委
員
1
人
に
1
台

ず
つ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
実
現
し
た
の

で
す
。

現
在
、全
国
の
農
業
委
員
会
組
織
で
は
、

農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
に
よ
る
各
委
員

会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
が
大
き
く

進
も
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
高
森
町
で
は

そ
れ
に
先
ん
じ
て
導
入
す
る
形
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
補
助
事
業
で
は
通
信
料
な
ど

経
常
経
費
ま
で
含
め
た
措
置
が
予
定
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
現
状
で
は
各
委
員
会
で

要
望
通
り
の
台
数
導
入
が
確
約
さ
れ
て
は

い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
場
活
動
だ
け

で
な
く
総
会
な
ど
会
議
の
場
で
も
活
用
で

き
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
委
員
全
員
分

の
導
入
が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き

か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
述
の
通
り
で
す
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
に
よ
り
紙
な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
や
委

員
・
事
務
局
双
方
の
省
力
化
が
図
ら
れ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方

で
、
今
後
に
お
い
て
は
特
に
次
の
3
点
が

課
題
と
し
て
見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
1
点
目
と
し
て
、
委
員
ご
と
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
操
作
に
つ
い
て
の
知
識
の
差
や

自
宅
で
の
通
信
環
境
に
差
が
あ
る
こ
と
で

す
。
全
員
で
一
斉
に
使
用
す
る
総
会
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー

が
可
能
で
す
が
、
ご
自
宅
や
現
場
活
動
で

操
作
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
都
度
役
場
ま
で
出
向
い
て
い
た
だ
き

個
別
に
対
応
し
て
お
り
、
後
手
後
手
に

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
委
員
全
員

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
実
現

効
果
と
課
題
▲
�

農
業
委
員
会
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子

▲�
農
業
委
員
会
　
総
会
風
景
。
委
員
１
人
１

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た

▲�

農
業
委
員
会
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
風
景
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の
利
活
用
を
平
準
化
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
を
設
け
て
い

く
な
ど
先
ん
じ
た
対
応
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

2
点
目
は
1
点
目
に
付
随
し
ま
す
が
、

情
報
機
器
に
付
き
物
の
不
具
合
・
エ
ラ
ー

等
へ
の
対
応
で
す
。
発
生
す
る
不
具
合
は
、

委
員
宅
の
通
信
環
境
な
ど
に
起
因
す
る
と

思
わ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
に

致
命
的
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
ま
で
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
事
務
局
で
は
そ
れ
ら
に
対

応
す
る
ス
キ
ル
が
な
い
た
め
、
総
務
課
Ｉ

Ｃ
Ｔ
担
当
に
全
面
的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
協
力
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

今
後
は
こ
う
い
っ
た
対
応
を
あ
る
程
度
、

自
局
部
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
せ
る
体
制

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

3
点
目
と
し
て
、
当
委
員
会
の
端
末
は

独
自
調
達
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後

農
林
水
産
省
が
開
発
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で

活
用
を
予
定
し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
地
図
シ
ス
テ
ム
等
の
共
通
シ
ス
テ
ム

へ
の
順
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
先
行
調
達
に
当
た
り
、
現
地

調
査
に
使
う
地
図
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
全
国

共
通
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
紐
づ
い
た

も
の
で
は
な
く
、
当
町
独
自
で
契
約
す
る

ベ
ン
ダ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る

た
め
、
今
後
は
共
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応

も
早
急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
ず
は
1
歩
踏
み
出

し
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
ま
す
ま
す
煩
雑
化
し
て
い
く
委
員

の
業
務
を
少
し
で
も
効
率
化
し
て
、
本
来

の
目
的
で
あ
る
農
地
利
用
の
最
適
化
活
動

に
当
た
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
改
善
と
活
用
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

当
町
で
は
教
育
長
と
委
員
4
名
か
ら
な

る
教
育
委
員
会
の
定
例
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
毎
回
、
会
議
の
資
料
や
、
事
務

局
か
ら
の
説
明
資
料
は
議
題
の
内
容
に
応

じ
て
膨
大
な
量
と
な
り
、
委
員
の
皆
さ
ま

は
そ
の
管
理
に
苦
労
さ
れ
、
ま
た
事
務
局

も
そ
の
印
刷
等
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
コ
ス
ト
（
時
間
と
お
金
）
を
費
や
し

て
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
会
議
等
の
開
催
に

つ
い
て
は
自
粛
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
一
方
で
学
校
の
臨
時
休
業

等
の
対
応
な
ど
を
委
員
会
の
中
で
検
討
す

る
必
要
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
会
議
等
を
行
え

る
環
境
整
備
も
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
す
る
に
至
っ

た
経
過
と
し
て
は
、
前
述
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
軽
量
で
持
ち
運
び
し
や
す

く
、
使
用
に
つ
い
て
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

直
感
的
に
操
作
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
を
選
定
し
、
委
員
の
皆
さ
ま
に
配
布
し

ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ま
は
庁
舎
内
や
家

庭
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
接
続

す
る
こ
と
で
、メ
ー
ル
等
で
の
や
り
と
り
、

ブ
ラ
ウ
ザ
に
よ
る
情
報
収
集
に
加
え
、
ク

ラ
ウ
ド
タ
イ
プ
の
文
書
管
理
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
毎
回
、
大
き
な
フ
ァ
イ

ル
や
そ
れ
を
入
れ
る
た
め
の
カ
バ
ン
等
を

持
た
な
く
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
1
台

で
閲
覧
や
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
会
議
資
料
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
過
去
の
資
料
等
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
探
し
用
意

す
る
た
め
の
コ
ス
ト
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
基
本
的
に

個
人
情
報
を
扱
い
ま
せ
ん
が
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
起
動
後
の
Ｏ
Ｓ
へ
の
ロ
グ
イ
ン
や
、
前

2
．�

教
育
委
員
会
へ�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

�

担
当
：
教
育
委
員
会
事
務
局�

学
校
教
育
係

背
景
と
課
題

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
実
現

▲

�

教
育
委
員
会
　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
臨
時
会
議
の
様
子
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町村におけるデジタル活用
デジタル技術を使った地域活性

高森町長野県 フォーラム

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3213号 2022年（令和 4年） 9月12日　8

述
の
ア
プ
リ
な
ど
に
は
す
べ
て
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
、
会
議
資
料
等
が
外

部
に
漏
え
い
し
な
い
よ
う
に
設
定
し
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
会
議
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
事
務
局
か
ら
テ
レ
ビ
会
議
専
用

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
会
議
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
メ
ー

ル
等
に
て
委
員
に
配
信
し
、
自
宅
か
ら
臨

時
の
委
員
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
コ
ロ
ナ

対
応
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
の
臨
時
会

議
を
開
き
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
資
料
等
を
共

有
し
な
が
ら
会
議
を
実
施
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

課
題
は
、
ど
う
し
て
も
委
員
の
方
に

よ
っ
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
関
し
て
得
手
不

得
手
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当

た
り
前
に
使
う
ま
で
は
事
務
局
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
定
期
的
に
使
い

方
等
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
も
重
要
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
委
員
の
皆
さ
ま
は
前
述
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
も
十
分
感
じ
て
お
り
、
以

前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め

に
、
有
益
な
議
論
が
行
わ
れ
る
と
い
う
目

的
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
う
の
で

あ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
う
こ
と
自
体

が
目
的
と
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
当
町
の
教
育
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
機
器
を
有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

�

長
野
県
高
森
町
長　

壬
生　

照
玄

効
果
と
課
題

▲

�

教
育
委
員
会
　
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
臨
時
会
議
の
様
子

地球緑化センターでは「緑のふるさと協力隊」の新規受入先町村地球緑化センターでは「緑のふるさと協力隊」の新規受入先町村
を募集しています。を募集しています。
１年間の農山村ボランティア「緑のふるさと協力隊」は1993年１年間の農山村ボランティア「緑のふるさと協力隊」は1993年
にスタート。これまでの29年間で107市町村に828名の若者を派にスタート。これまでの29年間で107市町村に828名の若者を派
遣してきました。参加した若者たちは、農林漁業のお手伝いをは遣してきました。参加した若者たちは、農林漁業のお手伝いをは
じめ、地域行事、イベント、伝統文化、集落維持といった地域の「おじめ、地域行事、イベント、伝統文化、集落維持といった地域の「お
手伝い」を行います。隊員の任期は１年間ですが、任期後は約４手伝い」を行います。隊員の任期は１年間ですが、任期後は約４
割の隊員がそのまま残り、地域の担い手として活躍しています。割の隊員がそのまま残り、地域の担い手として活躍しています。
コロナ禍でも若者の応募は増えています。今年４月からは29期コロナ禍でも若者の応募は増えています。今年４月からは29期
14名が12市町村で元気に活躍中です。14名が12市町村で元気に活躍中です。

※�その他、法人会費、隊員住居・光熱水費、移動車両の用意、生活備品費、研修費等の経費をご負担い※�その他、法人会費、隊員住居・光熱水費、移動車両の用意、生活備品費、研修費等の経費をご負担い
ただきます。経費の一部は、特別交付税を活用することもできます。詳しくは地球緑化センターまで。ただきます。経費の一部は、特別交付税を活用することもできます。詳しくは地球緑化センターまで。

まずは地球緑化センターまでお問合せください。派遣要請書等の資料まずは地球緑化センターまでお問合せください。派遣要請書等の資料
をお送りします。締切は11月末日。をお送りします。締切は11月末日。
特定非営利活動法人地球緑化センター特定非営利活動法人地球緑化センター
TEL：03-5542-0132／Mail：furusato@n-gec.orgTEL：03-5542-0132／Mail：furusato@n-gec.org

申込・
お問合せ

主　　催　特定非営利活動法人�地球緑化センター特定非営利活動法人�地球緑化センター
後　　援　�内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、全国町村会、全国市長会等内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、全国町村会、全国市長会等
活動期間　2023年４月～ 2024年３月2023年４月～ 2024年３月
主な経費　隊員生活費�600,000円　派遣事務費�720,000円隊員生活費�600,000円　派遣事務費�720,000円

緑のふるさと協力隊　新規受入先町村を募集！！緑のふるさと協力隊　新規受入先町村を募集！！
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「New Octagon」を使った財政分析に関する「出前講座」、
各自治体へ出向いて実施中！※Web会議形式も可能

財政分析チャート「New Octagon」をご存じですか？
● 市町村の職員等が、自団体の財政状況を簡単に分析できるツールです。
● �各団体の主要経費（人件費、扶助費等）や基金残高など８つの項目について、標準財政規模に対する割合を偏差値化
し、これをチャートに表示することで、他団体と比較した財政状況の特徴や課題を視覚的に把握することが可能です。

● �自団体の財政状況をより詳しく把握するために、「New�Octagon」で表示される8項目に関連する事項の分析を行
うことができるツールです。

● �「New�Octagon」と同様に、団体と年度を選択するだけで分析が可能です。

初回は「人件費」と「元金償還」の２項目に関する分析ツールをリリース。※今後も分析項目を追加予定

① 団体と年度を選択
　・団体を選択（6団体まで選択可）
　　�　「都道府県の選択」「市町村名の入力」「市町村コードの入力」のいずれかにより団体を選択します。さらに詳しい

条件として「類型区分の選択」「標準財政規模の範囲指定」により団体を絞り込むこともできます。
　　※条件を組み合わせることもできます。
　・年度を選択（6年度まで選択可）
　　平成20年度～令和２年度の中から年度を選択します。※今後も毎年度新規決算を追加します。
② レーダーチャートが完成、これを基に課題を発見
　財調・減債基金残高は、チャートが外に広がるほど標準財政規模に対する割合が平均より高いことを指し、それ以
外の項目は、外に広がるほど割合が平均より低いことを指します。

分析ツールとは？

ご利用方法

分析項目

「New Octagon」分析ツールをリリースしました！（令和４年3月）New!

少人数
からOK

講師旅費・
謝金不要

レーダーチャートの見方
①�A市は、X年度の人件費の偏差値がX-1年
度より低い（経年比較）

　→�X年度は人件費が多かったのだろうか？
　→退職者が多かったのだろうか？
　→�今後の人件費の見込みはどうだろうか？
②�B市はA市より元金償還の偏差値が低い（団
体比較）

　→�B市はA市より元金償還が多いのだろうか？
　→�地方債残高はほぼ同じなので、B市は償還

ペースが早いのだろうか？

①年齢別職員数
　【人件費】
団体の職員数を年
齢区分別に表示
し、全体における
各年齢区分の構成
比を都市・町村別
に平均と比較する
ことができます。

②年度別
　地方債償還額
　【元金償還】
団体の向こう10
年間の元利償還金
を年度別に表示
し、都市・町村別
に平均と比較する
ことができます。

地方公共団体金融機構地方支援部ファイナンス支援課
☎�03-3539-2677�　✉ finance@jfm.go.jp�

お問合せ先

－：A市
－：B市

※グラフはイメージ ※グラフはイメージ

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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町 村 週 報（第三種郵便物認可） 2022年（令和 4年） 9月12日　10第3213号

全国町村会は、町村等職員の厚生に資することを目的として、本会と生命保険会社で団体契約
を結び、「任意生命保険」、「任意医療保険」、「任意収入補償保険」を実施しております。ぜひ、
この機会にご加入をご検討ください。

次回募集は令和４年 10 月から開始

生命 医療 収入補償 保険のご案内

『町村等職員だからこそ』受けられるメリットがあります
任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険（共通）

　○ 団体割引による低廉な保険料
「任意生命保険」申込保険金額1,000万円当たりの負担額（例）

任意生命保険

男性

女性

月払掛金 実質負担金額 （※）

1,180円

1,180円

1,380円

1,730円

985円

985円

1,152円

1,445円

22歳

30歳

36歳

41歳

22歳

30歳

36歳

41歳

790円

790円

1,120円

1,310円

660円

660円

935円

1,094円

低廉な
保険料

配当加味
×83.5％

（※）

（※）月払掛金に直近３年間の平均配当還元率約16.5％を加味した概算金額です

任意生命保険・任意医療保険 
⃝新型コロナウイルス感染症に対応  
⃝付帯サービス「N-コンシェルジュ」の魅力

任意生命保険 
⃝最低保険金額２００万円から加入可能
⃝ご加入キャンペーン特典 

任意収入補償保険 
⃝ ケガや病気で働けなくなった場合の収入

を最大６５歳まで長期に補償 
⃝精神障害も最長２４カ月補償

保障 （補償） 内容ご案内ムービー 【各5分】 

制度内容・お申込み手続きに関するお問合せ先
0120-375-696　日本生命
0120-500-826　あいおいニッセイ同和損保

医療生命
収入補償

医療生命 収入補償

※お問合せの際には、団体名「全国町村会」をお知らせください
〈受付時間〉 月～金曜日（祝日を除く）9 ： 00 ～ 17 ： 00
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随　想

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3213号

は
じ
め
に
、
町
の
紹
介
を
若
干
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
田
上
町
は
、
１
９
０
１
年
11
月

１
日
に
、
田
上
村
・
羽
生
田
村
・
保
明
村
・

横
場
村
の
４
つ
の
村
が
合
併
し
て
田
上
村

と
な
り
、
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
８

月
１
日
に
町
制
施
行
に
よ
り
田
上
町
と
な

り
ま
し
た
。

町
の
中
央
部
を
縦
断
す
る
よ
う
に
Ｊ
Ｒ

信
越
本
線
が
走
っ
て
お
り
、
東
側
半
分
が

山
地
、
西
側
半
分
は
平
野
で
水
田
が
広

が
っ
て
お
り
ま
す
。

面
積
が
31
・
71
㎢
、
人
口
は
２
０
２
２

年
６
月
30
日
現
在
で
、
１
１
、
０
８
０
人
、

世
帯
数
と
し
て
は
４
、
２
２
８
世
帯
の
大

変
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
あ
り
ま
す
。

全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
り
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
や
都
市
圏
域
へ
の
人
口
流
出
に

よ
り
、
私
ど
も
田
上
町
に
お
い
て
も
年
々

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
に
、
町
の
総
合
計
画
を
基
本

と
し
て
、
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
る
人
口
減

少
対
策
に
対
応
す
る
た
め
、
田
上
町
総
合

戦
略
を
策
定
し
、
現
在
第
６
次
総
合
計
画

と
と
も
に
第
２
期
の
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
若
い
世
代
の
転
入
・
定
住
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
町
内
か
ら
の
転
出
抑
制
を

図
る
た
め
に
、
暮
ら
し
応
援
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
支
援
、
移
住
者

住
宅
賃
貸
支
援
、
移
住
お
試
し
宿
泊
事
業

等
、
住
宅
環
境
の
整
備
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
お
け

る
人
口
推
計
で
は
、
約
40
年
後
の
２
０
６
０

年
に
今
の
人
口
が
５
、１
３
２
人
ま
で
落
ち

込
む
値
が
出
て
お
り
ま
す
が
、少
し
で
も
人

口
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
、
総
合
戦
略
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
何
と
か
歯

止
め
を
か
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
は
、
昭
和
22
年
生
ま
れ
の
現
在

75
歳
。
こ
の
田
上
町
で
生
を
受
け
、
田
上

町
で
育
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
生
ま
れ

育
っ
た
町
へ
の
感
謝
と
、
こ
の
町
を
誰
も

が
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
町
に
、
そ
ん
な
魅
力
の
あ
る
活
力
あ

る
町
に
し
て
い
き
た
い
。
人
口
減
少
と
い

う
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
も
決
し
て
、
こ
の

町
を
消
滅
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
強
い
想
い
で
、
71
歳

と
高
齢
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
４
年
前
に

町
長
に
初
当
選
、
こ
の
６
月
に
２
期
目
の

再
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
町

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

行
政
経
験
の
な
い
、
全
く
の
素
人
の
私

が
、
こ
の
４
年
間
曲
が
り
な
り
に
も
や
っ

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
町
民
、
議
員
の
皆
さ

ま
は
勿
論
の
こ
と
、
町
職
員
一
人
ひ
と
り

の
大
き
な
支
援
、
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
で
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

４
年
前
、
町
長
の
職
に
就
く
や
巡
り
あ

わ
せ
で
し
ょ
う
か
、
新
し
い
町
づ
く
り
拠

点
整
備
事
業
と
し
て
、
幾
つ
も
の
大
き
な

ハ
ー
ド
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
元
年
度
は
、
田
上
町
交
流
会

館
の
建
設
・
開
館
、
国
道
４
０
３
号
バ
イ

パ
ス
の
新
潟
方
面
へ
の
全
線
開
通
、
令
和

２
年
度
は
、道
の
駅
た
が
み
の
オ
ー
プ
ン
、

そ
し
て
田
上
町
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開

館
な
ど
、
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
「
道
の
駅
た
が
み
」
は
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
お
陰
様
で
町
内
は

も
と
よ
り
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
か

ら
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
連
日
沢
山
の
人
々

で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
道
の
駅
と
し
て

は
決
し
て
大
き
な
施
設
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
に
隣
接
し
て
い

る
こ
と
、
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
交
流
会
館
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、商
工
会
館
、さ
ら
に

土
地
改
良
区
や
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
田
上

支
店
な
ど
一
定
エ
リ
ア
の
中
に
都
市
機
能

が
集
約
さ
れ
た
立
地
条
件
の
良
さ
や
、
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
空
間
、
雰
囲
気
等
も
大

き
く
影
響
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
立
地
条
件

の
良
さ
だ
け
で
は
賑
わ
い
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
。道
の
駅
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、

毎
日
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
等
を
納
入
し
て

く
だ
さ
る
農
家
の
方
々
、
工
芸
品
等
を
出

品
し
て
く
だ
さ
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
苦

労
、
そ
し
て
日
曜
、
祭
日
特
に
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
と
も
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
で
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
町
民
の
皆

さ
ま
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
「
道
の
駅
た
が
み
」
は
「
近
き
者

喜
び
て
、
遠
き
も
の
来
る
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、「
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
施
設
で
す
。

「
人
を
大
事
に
す
る
町
に
は
人
は
集
ま

る
」、「
人
を
喜
ば
せ
る
町
に
は
人
は
集
ま

る
」、「
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
住
む
人

が
喜
び
、
幸
せ
を
感
じ
る
町
で
あ
れ
ば
、

自
然
と
人
が
移
り
住
ん
で
く
る
」
と
い
っ

た
教
え
が
あ
り
ま
す
。

田
上
町
に
は
、
毎
年
６
月
中
旬
か
ら
７

月
に
か
け
て
、
約
３
万
株
の
「
紫
陽
花
」

の
花
が
咲
き
誇
る
護
摩
堂
山
、
そ
の
麓
に

日
帰
り
温
泉
の「
ご
ま
ど
う
湯
っ
多
里
館
」

を
は
じ
め
４
軒
の
湯
田
上
温
泉
、
越
後
豪

農
の
館
「
椿
寿
荘
」
や
子
供
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
総
合
公
園
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ

ン
ド
」
な
ど
が
あ
り
、
自
然
豊
か
で
、
タ

ケ
ノ
コ
や
梅
な
ど
の
特
産
品
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

随  想

佐
さ

野
の

　恒
つね

雄
お

新潟県田
た

上
がみ

町長　

近き者喜びて、
遠き者来る
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